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経営状況報告書 
 

報告第２４号 一般財団法人杵築市総合振興センターの経営状況

について            － ２ ペ ー ジ －  

 
報告第２５号 公益社団法人杵築市地域活性化センターの経営状

況について           － 21 ペ ー ジ －  

 
報告第２６号 株式会社きっとすきの経営状況について 

－ 52 ペ ー ジ －  
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コース R3.7月 件数 R3.12月 件数

Ａコース

きつき茶水出し煎茶（5g×20）、きつ
き紅茶水出しブレンド（40g）、豊後
國杵築かぼす味噌（150g）、アン
コールコンフィチュール（140g）、か
ぼすジンジャーハニー（250g）、きつ
き抹茶シャリ羊羹(240g)、しいたけ
玉ねぎドレッシング（200ml）

41

温州みかん（1㎏）、きつき茶煎茶
（60g）、きつき紅茶べにふうきティー
バッグ（2g×12）、智恵美人純米酒
（300ml）、別府湾かちえび（50g）、
味噌（900g）、城下町タルト(280g)、
椎茸どんこ（50g）

76

Ｂコース
ハウスみかん(秀18～21玉）、きつき
みかんストレートジュース(1,000ml×
1)

150
ハウス美娘(2.5kg)

119

Ｃコース
ちえびじん純米酒（720ml×1）、ち
えびじん純米吟醸山田錦（720ml×
1）

14
ちえびじん純米酒（720ml×1）、ちえ

20

Ｄコース

ぶりりゅうきゅう漬け（80g×2）、真鯛
りゅうきゅう漬け（80g×2）、真あじ
りゅうきゅう漬け（80g×2）、真さば
りゅうきゅう漬け（70g×2）、練りわさ
び（2.5g×8袋）

42

骨切りハモ切身(300g)、車海老(5尾)

55

Ｅコース
温泉うなぎ蒲焼(70g×3パック）、た
れ・山椒（3袋） 103

温泉うなぎ蒲焼（70g×3パック）、たれ
51

Fコース
豊後牛肩ロース（400g）

95
豊後牛肩ロース（400g）

122

計 － 445 － 443

　当法人の実施事業は、①ふるさと便事業、②杵築ふるさと産業館事業、③ケーブルテレビ事業
の３事業である。
　３事業を合わせた法人全体の収支は、収入280,000,471円に対し、支出273,013,521円であり、
6,986,950円(税引前)の利益となった。

 　収入については、66業者及び個人からの商品を受託販売する売上手数料収益2,015,445円、

直接仕入れによる販売収益3,613,990円、本館・別館・農畜産物加工センターでの５事業者分（食

事処２業者、喫茶、市観光協会、㈱きっとすき）の家賃収入1,248,000円のほか、事業外収益

291,639円、受託料5,000,000円を含め、計12,169,074円である。一方、支出については、ふるさと

産業館事業費10,496,192円、管理費3,203,839円の計13,700,031円であり、1,530,957円の損失と

なった。

　収入については、受託料収益220,000,000円、ケーブルテレビ事業収益42,897,741円のほか、
事業外収益493,656円を含め、計263,391,397円である。一方、支出については、ケーブルテレビ
事業費255,268,454円であり、8,122,943円の利益となった。

 　年２回募集のうち、7月に445件、12月に443件の計888件を発送した。発送商品ごとの件数は、
以下の表のとおりである。収入4,440,000円に対し、支出4,045,036円であり、394,964円の利益と
なった。

①ふるさと便事業

②杵築ふるさと産業館事業

③ケーブルテレビ事業
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令
和

４
年

度
事

業
計

画
書

自
令

和
4
年

4
月

1
日

至
令

和
5
年

3
月

3
1
日

公
益

社
団

法
人

杵
築

市
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー
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令
和

４
年

度
事

業
計

画
書

・
基

本
方

針

杵
築

市
の

農
業

は
、

高
齢

農
家

及
び

兼
業

農
家

に
よ

り
支

え
ら

れ
た

農
業

で
あ

る
が

、
今

後
も

農
業

従
事

者
の

高
齢

化
に

伴

い
離

農
や

規
模

縮
小

が
予

測
さ

れ
る

な
か

、
担

い
手

不
足

が
深

刻
化

し
て

い
る

。

地
域

住
民

は
、

地
域

農
業

の
維

持
管

理
や

農
業

経
営

及
び

将
来

的
な

発
展

、
継

続
を

憂
慮

し
、

ま
た

、
地

域
全

体
の

活
性

化

や
集

落
自

体
の

限
界

化
に

不
安

を
抱

え
て

お
り

、
支

援
は

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。

こ
う

し
た

な
か

、
こ

れ
ま

で
限

ら
れ

た
中

核
農

家
は

、
農

地
所

有
者

の
土

地
保

有
の

志
向

性
の

強
さ

に
よ

り
、

農
地

集
積

が

顕
著

に
進

展
し

な
い

ま
ま

推
移

し
、

更
に

一
時

的
投

資
及

び
労

働
者

不
足

等
で

育
ち

難
い

状
況

に
あ

っ
た

。

こ
の

様
な

厳
し

い
状

況
下

で
、

農
家

の
創

意
と

工
夫

に
よ

る
経

営
改

善
の

誘
導

を
す

る
も

の
の

、
個

人
的

な
改

善
の

み
で

は

自
ず

と
限

界
が

あ
っ

た
。

こ
の

た
め

、
こ

の
法

人
は

、
公

益
法

人
と

し
て

不
特

定
多

数
の

者
の

利
益

の
増

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

長
期

展

望
に

立
っ

た
農

地
の

流
動

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
高

性
能

機
械

や
施

設
に

対
す

る
投

資
の

軽
減

、
農

作
業

の
受

委
託

等
の

支
援

、
農

業
の

分
業

化
及

び
都

市
と

農
村

と
の

交
流

を
実

践
し

、
も

っ
て

効
率

的
か

つ
生

産
性

の
高

い
農

業
及

び
地

域
活

性
化

の
実

現
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
そ

し
て

杵
築

市
農

業
の

中
核

と
な

る
機

関
と

な
り

、
魅

力
・

や
り

が
い

の
あ

る
農

業
を

目
指

し
、

支
援

・
振

興
を

図
る

こ
と

と
す

る
。

そ
の

方
策

と
し

て
、

農
地

利
用

集
積

円
滑

化
事

業
並

び
に

、
農

地
保

全
管

理
事

業
並

び
に

、
高

次
元

農
業

推
進

事
業

並
び

に
、

担
い

手
育

成
支

援
事

業
で

構
成

す
る

公
益

目
的

事
業

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
地

域
の

景
観

並
び

に
自

然
・

生
活

環
境

を
保

全
の

た
め

、
過

疎
地

域
の

集
落

等
に

対
す

る
生

活
道

路
維

持
管

理
、

地

域
美

化
活

動
等

の
住

民
サ

ー
ビ

ス
等

々
の

取
り

組
み

を
、

収
益

事
業

と
位

置
づ

け
実

施
す

る
。

実
施

す
る

多
岐

に
わ

た
る

事
業

は
、

そ
の

受
益

の
大

半
が

、
小

規
模

集
落

等
の

山
間

地
の

狭
隘

農
地

、
分

散
農

地
な

ど
条

件

不
利

地
域

で
あ

り
、

作
業

効
率

等
が

極
め

て
悪

い
。

し
か

し
、

こ
の

法
人

は
、

農
業

福
祉

的
役

割
を

担
い

な
が

ら
、

地
域

農
業

の
振

興
と

過
疎

地
域

の
支

援
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

国
土

の
保

全
及

び
自

然
・

生
活

環
境

の
保

全
、

災
害

の
防

止
等

に
つ

な
が

る
。

ひ
い

て
は

地
域

全
体

に
そ

の
影

響
が

及
ぶ

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
と

考
え

、
使

命
と

し
て

積
極

的
に

活
動

す
る

。
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１
．

公
益

目
的

事
業

（
令

和
４

年
度

内
訳

）

－
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
－

農
業

生
産

の
基

盤
と

な
る

優
良

農
地

を
確

保
・

有
効

活
用

の
た

め
、

効
率

的
か

つ
安

定
的

な
農

業
経

営
を

営
む

も
の

に
対

す

る
農

地
の

利
用

と
集

積
の

円
滑

化
を

図
り

、
農

村
地

域
の

秩
序

あ
る

土
地

利
用

に
努

め
る

。

農
地

中
間

管
理

事
業

の
推

進
に

関
す

る
法

律
の

一
部

改
正

に
よ

る
農

地
バ

ン
ク

統
合

一
体

化
に

伴
い

、
農

地
利

用
集

積
円

滑

化
団

体
と

し
て

新
た

な
貸

付
業

務
な

ど
は

行
え

な
い

た
め

、
農

地
バ

ン
ク

事
業

へ
の

権
利

及
び

義
務

の
継

承
を

行
う

と
と

も
に

、

引
き

続
き

地
域

の
農

地
の

利
用

調
整

役
を

担
い

中
間

管
理

機
構

へ
の

集
積

に
協

力
し

、
面

的
な

農
地

利
用

の
再

編
成

に
努

め
て

い
く

。
地

域
農

業
経

営
サ

ポ
ー

ト
機

構
で

も
、

担
い

手
不

在
地

域
及

び
農

地
相

談
の

大
半

を
占

め
る

条
件

不
利

地
域

等
で

は
、

連
携

員
を

中
心

と
し

た
農

地
の

集
積

を
目

指
し

、
農

地
の

荒
廃

化
抑

制
等

に
努

め
る

。

取
り

扱
う

事
業

別
で

は
、

本
年

末
が

農
地

の
利

用
期

間
満

了
と

な
る

農
地

所
有

者
代

理
事

業
3
件

、
農

地
売

買
等

事
業

1
件

は

借
り

手
が

高
齢

の
方

も
あ

る
た

め
、

今
後

の
意

向
等

を
年

度
当

初
よ

り
情

報
収

集
し

、
中

間
管

理
機

構
へ

の
移

行
・

誘
導

に
向

け
取

り
組

む
。

農
地

の
利

用
調

整
(
地

域
農

業
経

営
サ

ポ
ー

ト
機

構
活

動
分

含
む

)

農
地

中
間

管
理

機
構

へ
の

移
行

・
誘

導
計

4
件

2
.
1
1
h
a

4
件

2
.
1
1
h
a

更
新

農
地

所
有

者
代

理
事

業
及

び
農

地
売

買
等

事
業

R
4
.
1
2
.
3
1
終

了
分

及
び

R
5
.
3
.
3
1
終

了
分

の
相

談
対

応
後

→
中

間
管

理
機

構
が

農
家

間
の

貸
借

を
マ

ッ
チ

ン
グ
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－
農
地
保
全
管
理
事
業
（
農
作
業
受
託
業
務
）
－

農
作

業
受

託
業

務
は

、
近

年
の

病
害

虫
の

発
生

や
米

価
下

落
の

影
響

で
離

農
速

度
と

耕
作

放
棄

地
の

一
段

の
拡

大
が

懸
念

さ

れ
、

農
作

業
受

委
託

量
が

軒
並

み
減

少
す

る
懸

念
が

あ
る

。
こ

の
た

め
積

極
的

な
営

業
活

動
に

よ
り

前
年

受
託

量
の

維
持

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

農
業

経
営

サ
ポ

ー
ト

機
構

と
し

て
、

す
で

に
作

業
受

託
を

請
け

負
う

集
落

営
農

組
織

を
中

心
に

連
携

強
化

を
図

り
つ

つ
、

そ
れ

以
外

の
組

織
は

情
報

の
提

供
・

収
拾

を
行

い
、

連
携

及
び

農
作

業
受

託
へ

の
足

掛
か

り
を

築
い

て
い

く
。

ま
た

、
前

年
導

入
し

た
フ

レ
ー

ル
モ

ア
・

ウ
イ

ン
グ

モ
ア

に
、

本
年

に
は

ハ
ン

マ
ー

ナ
イ

フ
モ

ア
の

導
入

を
予

定
し

、
畦

畔
、

転
作

田
及

び
耕

作
放

棄
地

で
の

除
草

作
業

の
体

制
が

整
備

さ
れ

る
。

こ
れ

に
よ

り
圃

場
・

畦
畔

管
理

に
資

す
る

た
め

、
同

一
圃

場
で

の
除

草
か

ら
耕

起
ま

で
を

年
数

回
受

託
す

る
パ

ッ
ク

商
品

の
開

発
を

検
討

す
る

。
農

薬
散

布
ド

ロ
ー

ン
は

、
水

田
農

薬
散

布
の

作
業

体
系

の
検

証
を

行
う

ほ
か

、
他

品
目

へ
の

散
布

や
農

薬
散

布
作

業
以

外
の

有
効

活
用

も
模

索
し

て
い

く
。

－
農
作
業
受
委
託
支
援
計
画
（
面
積
基
準
）
－

種
別

前
年

度
実

績
受

託
等

計
画

備
考

見
込

み
(h

a)
面

積
(h

a)
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

水
稲

準
備

作
業

1
3
.
1
1

1
6
.
1
0

荒
田

耕
起

､荒
水

取
り

､植
代

掻
き

畦
塗

り
1
4
9
2
1
m

1
8
0
0
0
m

田
植

え
2
2
.
1
2

2
3
.
2
0

除
草

散
布

5h
a､

肥
料

散
布

5.
5h

a

水
稲

収
穫

2
6
.
8
6

3
1
.
8
0

予
約

16
ha

､通
常

12
.8

ha
､湿

2h
a､

飼
1h

a

農
薬

散
布

(
麦

含
む

)
2
9
2
.
1
3

3
1
3
.
0
0

①
10

0h
a､

②
20

0h
a､

麦
13

ha

転
作

田
等

除
草

1
.
9
4

3
.
5
0

ﾌﾚ
ｰﾙ

ﾓｱ
､ﾊ

ﾝﾏ
ｰﾅ

ｲﾌ
､刈

払
機

(6
15

h)

そ
の

他
農

作
業

支
援

1
.
1
2

5
.
0
0

転
作

田
耕

起
､Ｐ

D､
深

耕
ﾛｰ

ﾀﾘ
ｰ､

溝
掘

土
壌

改
良

材
散

布
2
1
.
0
0

2
0
.
0
0

ﾐﾈ
ﾗﾙ

G
20

0袋

堆
肥

散
布

4
7
.
0
7

6
0
.
6
7

配
達

･散
布

19
00

袋
(う

ち
日

出
作

業
20

0袋
)

森
林

組
合

委
託

業
務

9
件

5
件

裾
枝

払
い

､ﾈ
ｯﾄ

張
り

､植
栽

作
業

林
道

豊
後

高
田

大
田

線
外

除
草

30
00

0㎡
30

00
0㎡

豊
後

高
田

山
香

線
､外

3路
線

竹
林

再
生

事
業

3
件

5
件

※
農

作
業

受
委

託
合

計
(
面

積
要

件
の

み
)

4
7
3
.
2
7
h
a
(
前

実
見

込
比

1
1
1
.
3
%
)
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－
育
苗
計
画

－

高
次

元
農

業
推

進
事

業
の

水
稲

苗
は

、
近

年
の

病
害

虫
被

害
や

、
米

価
の

下
落

よ
り

食
用

米
苗

の
供

給
量

は
年

々
減

少
傾

向

に
あ

る
一

方
、

集
落

営
農

組
織

に
対

す
る

飼
料

用
米

苗
の

供
給

量
は

増
加

傾
向

に
あ

り
、

供
給

を
増

加
さ

せ
る

べ
く

連
携

強
化

を
図

っ
て

い
く

。
ま

た
新

品
種

「
な

つ
ほ

の
か

」
に

つ
い

て
も

、
育

苗
体

制
を

整
え

供
給

量
増

加
に

努
め

て
い

く
。

野
菜

・
花

卉
苗

に
つ

い
て

は
、

ヤ
マ

ジ
ノ

ギ
ク

苗
の

供
給

を
前

年
よ

り
再

開
し

た
が

、
本

年
も

ウ
イ

ル
ス

発
生

前
の

供
給

量

に
比

べ
大

幅
に

落
ち

込
む

と
見

込
ま

れ
る

。
小

ネ
ギ

の
試

験
栽

培
で

は
、

栽
培

研
究

会
等

に
積

極
的

に
参

加
し

た
こ

と
も

あ
り

、

出
荷

量
増

や
品

質
向

上
を

図
れ

た
が

、
水

稲
苗

生
産

等
の

繁
忙

期
と

の
兼

ね
合

い
に

課
題

が
あ

り
、

今
後

も
検

証
を

行
っ

て
い

く
。

そ
の

他
野

菜
苗

に
つ

い
て

は
、

減
少

傾
向

に
あ

る
山

香
地

区
以

外
か

ら
の

早
期

苗
需

要
が

増
え

て
お

り
、

可
能

な
限

り
受

託
し

供
給

量
を

増
や

し
て

い
く

。
薬

用
作

物
栽

培
受

託
作

業
で

は
、

引
き

続
き

キ
キ

ョ
ウ

栽
培

を
中

心
に

受
託

を
継

続
す

る
。

花
苗

・
野

菜
苗

の
ふ

れ
あ

い
市

場
へ

の
出

荷
に

つ
い

て
は

、
年

々
売

上
が

伸
び

て
お

り
、

健
苗

生
産

と
と

も
に

多
種

他
品

目

生
産

に
努

め
る

。
特

に
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
巣

ご
も

り
需

要
の

拡
大

も
一

つ
の

機
会

と
と

ら
え

、
活

性
化

セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

Ｐ
Ｒ

し
て

い
く

－
種
類
別
生
産
計
画

－

種
別

前
年

度
実

績
受

託
等

計
画

備
考

見
込

み
(本

･枚
)

単
位

(本
･枚

)
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

水
稲

51
,0

12
55

,5
00

硬
32

.5
千

､緑
3千

､芽
2千

､播
1万

､飼
8千

シ
シ

ト
ウ

・
ト

ウ
ガ

ラ
シ

7,
37

4
5,

4
50

ｼｼ
ﾄｳ

33
50

､ﾄ
ｳｶ

ﾞﾗ
ｼ1

60
0､

ﾋﾟ
ｰﾏ

ﾝ5
00

白
ネ

ギ
64

2,
31

2
67

0,
56

0
白

ﾈｷ
ﾞ3

00
,9

60
､甘

ﾈｷ
ﾞ3

69
,6

00

タ
マ

ネ
ギ

16
1,

67
0

22
2,

00
0

JA
お

お
い

た
6.

2万
､他

16
万

10
0本

/束

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

12
,6

72
22

,0
00

JA
べ

っ
ぷ

日
出

注
文

10
0本

/枚

野
菜

苗
(
ふ

れ
あ

い
他

)
26

,0
00

54
,7

00
JA

注
文

17
00

0､
そ

の
他

37
50

0､
ﾆｶ

ﾞｳ
ﾘ2

00

ヤ
マ

ジ
ノ

ギ
ク

(
全

農
)

11
5,

65
0

13
5,

00
0

15
0本

/枚

小
菊

（
全

農
)

17
5,

35
0

16
2,

00
0

7～
10

月
咲

､寒
菊

親
株

管
理

15
0本

/枚

ホ
オ

ズ
キ

(
全

農
)

82
,0

00
85

,0
00

新
盆

､旧
盆

､短
径

生
産

10
0本

/枚

小
ネ

ギ
(

農
協

)
3,

20
0k

g
6,

30
0k

g
JA

お
お

い
た

に
出

荷
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種
別

前
年

度
実

績
受

託
等

計
画

備
考

見
込

み
(本

･枚
)

単
位

(本
･枚

)
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

花
苗

(
ふ

れ
あ

い
他

)
20

,0
00

22
,2

00
公

共
機

関
よ

り
注

文
有

薬
用

作
物

栽
培

受
託

作
業

※
水

稲
5
5
,
5
0
0
枚

(
前

実
見

込
比

1
0
8
.
8
%
)
､
野

菜
計

9
7
5
,
8
1
0
本

(
前

実
見

込
比

1
1
4
.
8
%
)
､
花

き
･
花

壇
苗

計
3
8
2
,
0
0
0
本

(
前

実
見

込
比

1
0
2
.
4
%
)

－
山
香
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ラ
ン
ド
事
業
－

本
年

度
の

山
香

グ
リ

ー
ン

エ
コ

ラ
ン

ド
事

業
運

営
に

係
る

家
畜

排
泄

物
処

理
計

画
は

、
前

年
よ

り
再

開
し

た
茶

葉
生

産
企

業

及
び

市
外

へ
の

バ
ラ

堆
肥

の
供

給
量

増
加

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
製

品
堆

肥
の

長
期

滞
留

を
防

ぎ
、

在
庫

量
を

適
性

に
保

つ
こ

と
で

安
定

的
か

つ
継

続
的

な
原

料
受

入
を

推
進

す
る

。
そ

の
た

め
、

乳
牛

糞
に

対
し

含
水

分
量

の
低

下
を

強
く

徹
底

し
な

が
ら

、

水
分

量
が

低
い

肥
育

牛
糞

の
搬

入
が

増
え

る
よ

う
に

、
搬

入
農

家
に

働
き

か
け

て
い

く
。

処
理

過
程

に
お

い
て

は
、

堆
肥

発
酵

に
適

す
る

含
水

分
量

調
整

の
た

め
、

一
次

発
酵

舎
ブ

ロ
ア

吹
き

出
し

口
の

清
掃

を
継

続

し
て

実
施

し
、

安
価

な
副

資
材

で
あ

る
刈

り
草

の
確

保
に

努
め

、
戻

し
堆

肥
の

利
用

を
控

え
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
に

努
め

る
。

堆
肥

供
給

の
バ

ラ
・

フ
レ

コ
ン

堆
肥

で
は

、
米

価
の

下
落

か
ら

水
田

へ
の

散
布

作
業

は
減

少
す

る
と

思
わ

れ
る

が
、

茶
葉

生

産
企

業
へ

の
バ

ラ
堆

肥
供

給
及

び
市

外
へ

の
供

給
に

よ
り

バ
ラ

堆
肥

の
供

給
量

増
加

を
図

る
。

小
袋

堆
肥

は
、

令
和

２
年

度
に

供
給

し
た

新
型

コ
ロ

ナ
対

策
に

よ
る

事
業

分
を

除
き

減
少

傾
向

が
続

い
て

お
り

、
現

在
供

給
し

て
い

る
Ｊ

Ａ
や

小
売

店
へ

の
供

給
増

を
推

進
す

る
と

共
に

、
近

隣
県

外
に

も
視

野
を

広
げ

た
積

極
的

な
推

進
を

図
る

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

巣
ご

も
り

需
要

が
拡

大
し

て
お

り
、

家
庭

菜
園

等
で

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

供
給

方
法

な
ど

も
検

討
し

て
行

く
。
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－
種
類
別
生
産
計
画

－

種
別

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

計
画

生
産

量
(
D
)

種
別

堆
肥

供
給

計
画

乳
用

牛
糞

3
,
5
0
0
ｔ

リ
ュ

ー
ベ

換
算

量
4
,
4
1
9
㎥

バ
ラ

堆
肥

自
己

取
り

8
5
0
㎥

繁
殖

牛
糞

5
0
ｔ

6
,
8
6
3
㎥

(D
)=

A'
×

製
品

化率
56

.2
%

バ
ラ

堆
肥

配
達

5
0
0
㎥

肥
育

牛
糞

1
,
1
0
0
ｔ

(
B
)

戻
し
堆
肥
減

損
量

(E
)

バ
ラ

堆
肥

配
達

散
布

1
,
4
0
0
㎥

豚
ぷ

ん
0
ｔ

副
資

材
使

用
量

-
6
9
㎥

合
計

2
,
7
5
0
㎥

採
卵

鶏
糞

0
ｔ

1
,
0
0
0
㎥

完
成

品
量

(
F
)

小
袋

堆
肥

自
己

取
り

8
,
0
0
0
袋

3
2
0
㎥

ブ
ロ

イ
ラ

ー
糞

4
0
0
ｔ

(
C
)

小
袋

堆
肥

配
達

3
2
,
0
0
0
袋

1
,
2
8
0
㎥

合
計

5
,
0
5
0
ｔ

7
,
8
6
3
㎥

4
,
3
5
0
㎥

合
計

4
0
,
0
0
0
袋

1
,
6
0
0
㎥

(
A
)

(
A
'
)
=
B
+
C

(
F
)
=
D
-
E

総
合

計
4
,
3
5
0
㎥

－
山
香
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ラ
ン
ド
事
業
計
画
（
数
量
基
準
）
－

種
別

前
年

度
実

績
受

託
等

計
画

備
考

見
込

み
数

量
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

37
0

32
7

62
5

39
9

44
3

34
4

34
9

33
0

45
6

36
7

49
1

54
9

処
家

畜
排

せ
つ

物
搬

入
4,

85
0t

5,
05

0t
農

家
戸

数
:酪

3
肥

2
繁

1
ﾌﾞ

ﾛ3
採

卵
0

10
0

10
0

10
0

15
0

15
0

10
0

10
0

副
資

材
搬

入
(
刈

草
)

75
0㎥

80
0㎥

1社
よ

り
購

入
(冬

季
用

ｽﾄ
ｯｸ

70
0㎥

)
理

20
0

副
資

材
搬

入
(ﾓ

ﾐｶ
ﾞ
ﾗ)

20
0㎥

20
0㎥

JA
ﾗｲ

ｽC
か

ら
無

償
譲

渡
(ｾ

ﾝﾀ
ｰ作

業
委

託
)

55
18

5
7

46
48

34
25

10
5

31
5

13
2

60
バ

堆
肥

自
己

取
り

74
6㎥

85
0㎥

80
55

5
31

62
53

30
48

7
8

21
10

0
堆

肥
配

達
28

4㎥
50

0㎥
ラ

55
25

10
15

65
70

59
22

4
35

2
26

8
15

4
10

3
堆

肥
散

布
1,

25
8㎥

1,
40

0㎥
水

稲
80

0㎥
,花

野
菜

40
0㎥

,日
出

20
0㎥

10
00

25
0

20
0

35
0

80
0

80
0

10
00

10
00

60
0

45
0

75
0

80
0

小
堆

肥
自

己
取

り
7,

00
0袋

8,
00

0袋
35

00
18

00
12

00
18

00
29

00
40

00
27

00
36

00
80

0
24

00
28

00
45

00
堆

肥
配

達
27

,0
00

袋
32

,0
00

袋
袋

10
00

10
00

20
00

上
記

の
内

供
給

強
化

(J
A供

給
)

4,
00

0袋
4,

00
0袋

展
示

会
､大

量
注

文
等

(配
40

00
)

※
搬

入
処

理
量

5,
0
50

t
(前

実
見

込
比

1
04

.
1%

)､
供

給
:ﾊ

ﾞﾗ
2,

75
0㎥

(
前

実
見

込
比

12
0.

6
%)

､
小

袋
40

,0
00

袋
(前

実
見

込
比

11
7.

6%
)
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－
担
い
手
育
成
支
援
事
業

－

地
域

の
実

質
的

な
担

い
手

と
な

り
活

動
の

核
で

も
あ

る
当

セ
ン

タ
ー

は
、

担
い

手
不

在
集

落
を

含
む

杵
築

市
全

域
を

カ
バ

ー

す
る

、
杵

築
市

地
域

農
業

経
営

サ
ポ

ー
ト

機
構

と
し

て
県

知
事

か
ら

認
定

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

杵
築

市
集

落
営

農
連

絡
協

議
会

（
2
0
組

織
)
を

中
心

と
す

る
2
4
連

携
員

と
杵

築
市

、
Ｊ

Ａ
等

の
各

協
力

関
係

機
関

と
密

に
連

携
を

と
り

、
農

地
利

用
集

積

円
滑

化
事

業
、

農
地

保
全

管
理

事
業

、
高

次
元

農
業

推
進

事
業

と
多

岐
に

渡
る

事
業

の
展

開
を

し
て

い
る

。
地

域
経

営
体

の
組

織
連

携
化

を
促

進
し

、
中

核
農

家
及

び
営

農
組

織
等

の
育

成
・

支
援

と
な

る
担

い
手

対
策

等
に

よ
り

、
農

家
の

労
力

を
補

完
す

る
と

と
も

に
、

農
業

機
械

等
へ

の
過

剰
投

資
の

抑
制

、
地

域
主

幹
品

目
の

維
持

・
拡

大
を

図
り

、
も

っ
て

農
業

所
得

の
向

上
と

生
活

の
安

定
、

さ
ら

に
は

地
域

農
業

の
振

興
、

農
地

の
保

全
を

図
っ

て
い

く
。

①
杵

築
リ

ー
ス

農
園

事
業

(
農

地
利

用
集

積
円

滑
化

事
業

)

当
該

農
園

の
施

設
リ

ー
ス

料
及

び
農

用
地

賃
貸

料
の

徴
収

・
支

払
事

務
、

農
用

地
売

買
等

事
業

(
賃

貸
借

)
を

実
施

。

農
用

地
の

賃
貸

借
は

、
リ

ー
ス

期
間

満
了

を
も

っ
て

随
時

、
中

間
管

理
機

構
へ

の
移

行
・

誘
導

に
向

け
取

り
組

む
。

②
研

修
等

事
業

(
農

地
利

用
集

積
円

滑
化

事
業

)

杵
築

い
ち

ご
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
フ

ァ
ー

ム
施

設
用

地
を

、
研

修
等

事
業

に
よ

り
中

間
保

有
。

こ
の

農
用

地
に

Ｊ
Ａ

が
事

業
主

体
と

な
り

、
い

ち
ご

栽
培

研
修

施
設

､
い

ち
ご

育
苗

研
修

施
設

を
建

設

契
約

期
間

：
平

成
2
6
年

4
月

(
杵

築
市

農
業

委
員

会
総

会
平

成
2
5
年

3
月

5
日

に
同

意
)
～

令
和

5
年

3
月

3
1
日

参
入

者
：

2
年

毎
の

入
れ

替
え

制
(
8
年

間
：

研
修

は
計

4
回

実
施

)
令

和
4
年

度
夏

季
の

収
穫

を
も

っ
て

終
了

。

令
和

4
年

度
を

も
っ

て
農

地
の

賃
貸

借
期

間
が

満
了

す
る

。
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２
．

収
益

目
的

事
業

（
令

和
４

年
度

内
訳

）

収
益

事
業

の
公

共
施

設
関

連
管

理
作

業
は

、
環

境
保

全
美

化
を

主
体

と
し

、
杵

築
市

か
ら

市
道

日
出

大
田

線
外

、
主

要
幹

線

1
8
路

線
の

除
草

作
業

、
山

香
・

大
田

地
区

に
お

け
る

市
道

の
道

路
補

修
・

支
障

木
伐

採
等

の
道

路
維

持
関

連
作

業
。

山
香

庁
舎

周
辺

外
、

市
有

地
除

草
作

業
並

び
に

公
園

施
設

の
管

理
作

業
な

ど
積

極
的

な
受

託
に

努
め

る
。

ま
た

、
前

年
増

加
し

た
害

虫
(
蜂

)

駆
除

に
よ

る
災

害
忌

避
に

も
務

め
る

な
ど

多
岐

に
わ

た
る

事
業

に
取

り
組

む
。

請
負

事
業

は
、

不
採

算
で

あ
る

公
益

目
的

事
業

部
門

を
補

う
こ

と
を

目
的

に
、

前
年

実
績

を
目

標
と

す
る

業
務

(
仕

事
)
獲

得

を
積

極
的

に
進

め
利

益
増

進
を

目
指

す
。

ま
た

、
一

般
住

民
か

ら
の

多
種

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

体
制

は
補

完
し

つ
つ

、

公
益

部
門

へ
の

人
員

配
賦

や
作

業
の

効
率

化
を

進
め

、
杵

築
市

に
お

け
る

認
知

度
や

公
社

の
存

在
意

義
を

高
め

て
い

け
る

よ
う

事
業

展
開

を
図

っ
て

い
く

。

－
公
共
施
設
管
理
に
係
る
受
託
作
業
の
実
施
計
画

－

種
別

前
年

度
実

績
受

託
等

計
画

備
考

見
込

(千
円

)
金

額
(千

円
)

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

山
香

地
域

市
道

除
草

6
,
3
7
1

6
,
3
7
1

71
,5

68
㎡

(山
香

18
､大

田
1路

線
)

甲
尾

山
公

園
外

管
理

7
,
4
3
8

7
,
4
3
8

除
草

15
8,

88
3㎡

(6
ヵ

所
)､

防
除

､ﾄ
ｲﾚ

清
掃

､外

山
香

地
域

市
有

地
除

草
作

業
1
,
8
8
8

2
,
1
9
5

40
,2

40
㎡

(1
4ヵ

所
)

山
香
大
田
地
域
市
道
維
持
管
理

2
,
3
1
7

2
,
3
1
7

道
路

維
持

､側
溝

清
掃

等

そ
の

他
市

請
負

4
,
2
9
4

4
,
8
4
4

山
香

庁
舎

庭
園

維
持

管
理

､支
障

木
伐

採

そ
の

他
請

負
3
,
1
2
3

2
,
2
7
4

蜂
駆

除
75

件
､外

※
請

負
金

額
合

計
2
5
,
4
3
9
,
0
0
0
円

(
前

実
見

込
比

1
0
0
.
0
3
%
)
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令和４年度

株 式 会 社 き っ と す き

事 業 計 画 書

杵  築  市
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令和 4 年度事業計画 
令和 3 年度は「設立混迷期」を抜け出し、「安定成長期」に入り、「大分県１働き甲斐の

ある会社」「大分県１働きやすい会社」「大分県１働き続けたい会社」、そして「大分県１
市民に愛される会社」を目指す宣言を行った。 
具体的には中・長期的経営計画の再策定、内部統制の抜本的見直しを行い、就業規則や

給与規定など会社経営にかかわる重要規則や規定を徹底的に整備した。 
能力、経験、年齢に応じた「新・給与体系の構築」による社員の労働モチベーションの

向上、並びに退職金制度やあらたな福利厚生制度の導入などによる社員の労働持続性の強
化が目的である。 
 
令和 4 年度はこの流れに乗り、全社一丸となって「収益性」「公益性」「持続性」の地域

商社の 3大存在意義を担保するために以下の具体的業務に邁進する。 
 
【杵築ブランド事業部】 

3 年計画で商工観光課様から受託している「食のマイクロツーリズム」事業の 2 年目と
して、新たな加工商品の開発とそれの近隣の商業施設への拡販を行いさらなる杵築市への
観光誘客を図る。 
加工消費数、完売先数、実販売額にはそれぞれの年度でしっかりとした KPI が設定され

ていますので、その目標をクリアすべく鋭意努力を重ねたいと考えている。 
杵築ブランド関連事業としては、昨年同様 12 月時点での杵築ブランド全認定品を網羅

した「杵築ブランドバイヤーズガイド作製」業務を行う。 
両者での売上は 11,000 千円強を予定。 
 
自主事業は昨年度はコロナ関連で様々な補助金が出て、売り上げで 8,000千円、収益で

1,000 千円ほど上積みが出来たが、ことしは今のところ見込めないので、一昨年強の売上
強の 13,800 千円を予定している。 
 
【ふるさと納税事業部】 
商工観光課からの以下の委託事業遂行を通して、寄附受付サイトの運営や寄附情報の管

理、返礼品の発注・発送、また各種寄附証明の発行業務を行う。 
また、寄附の増大を図るため、返礼品揮発支援や新規事業者の開拓、広告制作、各種プ

ロモーションの実施を行い、景気動向や返礼品の偏りなどに左右されない寄附総額の安定
化・平準化を図り寄附総額 8億円を実現する。 
１．ふるさと納税包括代行業務 
２．ふるさと納税関連書類発送等業務 
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特記事項として、来年度から導入が予定されている「インボイス制度」への対応とし
て、返礼品額を預かり金として処理する契約を市側と締結したので、売り上げは前年度の
260,000 千円から 35,000 千円と大幅にダウンする。 
 
【ドローン事業部】 
コロナ禍が収束し次第、観光協会と連携してドローンの魅力を付加した観光施策（ドロ

ーンパスポート、メモリアルドローン、ＶＲドローン体験）への協力、ドローン撮影事
業、機材販売事業、国・県・市の補助事業への参画などを通してドローン事業の収益化を
目指す。 
昨年コロナ禍で全ての計画が持ち越しとなった、プログラミング体験を通しての修学旅

行の杵築への誘致、またドローンサッカープロジェクトのプロデュースなど、同事業部を
コンテンツ部門として拡大する機会を探る年とする。 
 
【自主事業】 
「るるパーク」との協働を通して、旧杵築市への観光誘致などの新たなビジネスモデル

の構築を模索し、実収入増につなげる。 
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令和４年度

株 式 会 社 き っ と す き

予 算 書
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令和4年度株式会社きっとすき予算

【売上】 単位：千円

種別 事業内容 金額

委託 ふるさと納税事業部 34,505

委託 杵築ブランド事業部 11,106

自主 杵築ブランド事業部 13,847

自主 ドローン事業部 4,000

①合計 63,458

【支出】 単位：千円

種別 項目 金額

委託 ふるさと納税事業部 4,955

委託 ブランド事業部 4,503

自主 ブランド事業部 10,841

自主 ドローン事業部 500

長期未払金 1,128

支払手数料 60

諸会費 39

役員報酬 6,000

給料手当 22,340

法定福利費 4,200

厚生費 175

研修費 0

リース料 48

地代家賃 228

事務用消耗品費 289

通信費 469

租税公課 50

接待交際費 256

保険料 50

備品消耗品費 133

管理諸費 589

車両費 180

雑費 116

水道光熱費 444

支払利息 99

労働保険 108

修繕 15

旅費交通費 100

寄付金 0

広告宣伝費 1,000

経費合計 38,116

②合計 58,915

経常利益①-② 4,543

経費
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令和３年度

株 式 会 社 き っ と す き

事 業 報 告 書
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令和 3 年度報告 
自  令和 3年 4月 1 日 

 至  令和 4年 3 月 31 日 
 

株式会社きっとすきの４期目は「杵築ブランド事業部」「ふるさと納税事業部」が市の商
工観光課からの委託事業と商社自らが企画・実施する「自主事業」に、「ドローン事業
部」は国・大分県からの委託事業と「自主事業」にそれぞれ取り組んだ。 
 

Ⅰ．杵築ブランド事業部 

１．委託事業 

ⅰ．商工観光課委託業務 

1）杵築ブランド認定品バイヤーズガイドの作製 
＜事業の目的＞ 
県内外の量販店や百貨店及び商社のバイヤー、また消費者に対する杵築ブランド及び杵

築ブランド認定品（以下、認定品という）の認知度向上、販路拡大を図るために、令和 3
年 12 月時点における認定品の掲載カタログを、商談等にも使用できる内容で制作する。 
 
＜実施概要＞ 
1. 撮影 
令和 3 年度に新たに杵築ブランドに認定された 4品目（6品）の写真撮影に必要な認定品
等の手配を地域商社が行い、杵築市の株式会社森美が監修の基、大分市で撮影を行った。 
 
2. デザイン 
内容：新たに追加する 4ページを加えた全体の並べ替え、その 4 ページに関する掲載写 

真の選定、キャッチコピー及びボディコピーの作成、商品インデックスの作成を行
った。また、昨年度までの掲載内容で変更が必要な点に関する修正を行った。 

 
3. 校正 
内容：文章の校正や写真の修正を行い、入稿したデータに関して、間違いや漏れ等を無く 

す為に、文字校正・色校正を行った。 
 
4. 制作物 
部数 ：1200 部 
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用紙 ：マットコート〈110〉 
仕様 ：A5 判フルカラー36頁 
印刷 ：オフセットカラー印刷 
仕上げ：中綴じ製本 
 
2）食のマイクロツーリズム事業 
＜事業の目的＞ 
杵築市（以下、市という。）は、農産物では米・イチゴ・柑橘・茶の生産量が、水産物

ではハモ・エビ類・カタクチイワシの水揚げ量がそれぞれ豊富である。これら一次産品は
生産の過程において、サイズや大きさ、形や見た目などが規格に適合しないもの（以下、
規格外品という。）が一定の割合で発生してしまうが、この規格外品を有効活用する事
は、一次産品の生産に携わる人々の収入増大にも繋がる為、市の重要な課題となってい
る。 
 一方、現在コロナ禍によって市を訪れる観光客の減少が顕著であり、これによって観光
需要を当て込んでいる市内の観光業ならびに飲食業が受けている被害は甚大で、飲食店に
食材を納めている市内の農家や漁業者、食品加工業者などの周辺産業にもその被害は及ん
でおり、この対策も急務である。 
 コロナ禍によって人々の移動が制限される中、地元や近隣への宿泊観光や日帰り観光と
して『マイクロツーリズム』が新たに提唱され、これを推奨する動きが全国で加速してい
る。市単独で『マイクロツーリズム』需要を取り込む事は、現時点では困難であるが、全
国でも有数の観光地である『別府』や『湯布院』（以下、県内観光地という。）はマイクロ
ツーリズムの集客力を十分に有しており、これらを訪れた観光客を市内に誘致する事は県
内観光地と市の位置関係からみても、可能性はすくなくないと考えた。 
 そこで、まず市内で生産される一次産品の規格外品を有効活用するために、飲食店が使
用する食材や食品メーカーが使用する原材料として使用しやすい形態（波線部以下、業務
用加工品という。）に加工する。次に、県内観光地のホテルや飲食店などのメニューやそ
こで販売される土産品などに、本事業で新たに開発した業務用加工品（波線部以下、開発
品という。）を使用してもらい、県内観光地のホテルや飲食店において、開発品を使用し
たメニューや土産物を販売する際に、市の観光情報を同時に発信してもらう企画を発案し
た。 
 これによって、県内観光地に訪れた観光客を市内へ誘致する事ができれば、上述のよう
にコロナ禍によって甚大な被害を受けている市内事業者への経済的な波及効果をもたらす
事ができる、との考えから本事業に取り組んだ。 
 
＜実施概要＞ 
1.業務用加工品の開発及びその販路開拓 
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(1)産品調査及び仕入れルートの確立 
まず、市内で一次産品の集荷を担っている JAおおいた東部事業部ならびに漁協に対し

て、市内産一次産品の産出状況を聞き取り、本事業への理解を求め、原料の調達などに関
する協力を要請した。 
 
(2)需要調査 
 聞き取り後に市と協議し、本事業の対象を柑橘・イチゴ・ハモに決定した為、これらが
どのような使われ方をしているか、どのようなものがあれば使いたいかについて、実際に
これらを食材として使用する飲食店等に対して調査を行った。調査終了後に市と協議した
結果、開発品は汎用性が高い加工形態（柑橘はジュースとアイスを含む。）であるべきと
結論付けた。 
 
(3)加工に関する調査 
県の機関やコンサルタント等に対して技術的側面について相談して、業務用加工品の製

造にあたり注意すべき点はなにか、柑橘・イチゴ・ハモに適した加工形態はどのようなも
のがあるか、さらにはその形態に加工するために必要な事はなにか等を確認し、製造委託
先の条件として、①小ロットでの受け入れが可能である、②市内ないし県内所在である、
③特色のある技術を有している、の３つを設定した。 
 
2. 開発プロジェクト 
(1)製造委託先の探索 
 上記で設定した条件を備えた加工業者を探索した結果、オレンジ農園（所在地：市内）
とフードスタッフ（所在地：由布市）の２社が候補に浮上した為、この２社に本事業への
協力を求めた。 
 
(2)試作品の作成及び業務用加工品の完成 
オレンジ農園に美娘のシロップの試作を、フードスタッフに美娘のアイスの試作を依頼

した。最終的に美娘のシロップは完成には至らなかったが、果汁を 30％使用した美娘ミル
クアイスが完成した。この他、冷凍イチゴの製造を目指して試作を行ったが、予想以上に
技術面で難しい事が判明し、年度内の完成は断念した。 
 
3. 近郊ホテル等の窓口開設 
美娘ミルクアイスの商談を、ホテル晴海・ホテル白菊の２社と実施し、ホテル白菊にお

いて令和 4 年度から取り扱われる事が決定した。この他、1.(2)で実施した需要調査の中
で、既存の産品であるかぼすジンジャーハニーと骨切りハモに軽微な変更を加える事によ
って、新たに取引きを開始できる可能性がある事が判明した為、最優先で取り組んだ結
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果、ホテル晴海と業務用及び PB のかぼすジンジャーハニー並びに骨切りハモの取引き
が、ANAインターコンチネンタルと骨切りハモの取引きが始まった。 
 
4. 業務用加工品を核とした杵築市内への観光客誘致 
(1)従業員向け教育プログラム及び誘客数の測定手段の作成 
市内への観光客誘致は、業務の性質が「観光」にあたる為、その知見を有する杵築市観

光協会にまずは相談した。観光協会の助言もあり、「市内で使えるクーポンを挟んだリー
フレットを、県内観光地のホテルや飲食店で働く従業員に配布してもらう」という図式で
観光客に市内への立ち寄りを促す事とし、これに必要な市の観光リーフレットと杵築観光
クーポンを作製した。杵築観光クーポンは、本事業によって杵築を訪問した観光客数の測
定手段としても用いる事とした。 
 
(2)プログラム実施に関する交渉及びプログラム試行 
市内への誘客を目的としたリーフレットの配布に関する研修の実施について交渉した結

果、ホテル晴海ならびにホテル白菊における研修が実現した。両社からはリーフレットの
配布についても承諾をもらい、令和 4年度からの実施が決定した。 
 
3.総括 
 改めて書くまでもない事だが、商品の取引きを開始するためには商談が必要で、商談を
行うためにはサンプルが必要となるが、サンプルの製造には商品のレシピが必要であり、
レシピの決定には試作を重ねる必要があるが、これら全ての工程には原料が必要となる。
また、開発品の販売を進める事によって市内一次産品の規格外品の流通量を増大させる事
が事業趣旨の一つであるが、そのためには、より多くの取引きに結び付ける必要があり、
より多くの取引きに対応するためには緻密な販売計画や生産計画が必要となる。本事業で
対象とした一次産品は、すべて流通時期が限定されており、その限られた期間内に、開発
に係る全ての工程を進め、生産計画や販売計画に基づいた原料の確保を完了させておく必
要がある事は、事業の着手段階で覚悟していた事とは言え、想像していた以上に困難であ
った。これまで市内事業者を支援する立場として商品開発に携わる事はあったが、主体と
なって行う商品開発は初めての経験である地域商社にとって、本事業はこの重要性につい
て認識し、技術面や加工業者等の加工品製造に関する知見を広げる、またとない機会とな
った。今回、新たな商品の開発を円滑に進められる下地を身に付ける事ができた為、来年
度は、開発品の販売により力を注いで取り組んでいく。 
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２．自主事業 

杵築ブランド事業部として、市内産品の販売を行った。 
市内事業者及び地域商社の恒常的かつ持続的な売上確保という観点から、フェアやイベ

ントなどにおける産品販売による売上確保から脱却を図った前年度を踏襲し、土産物店な
どへの販売、ふるさと納税及び EC サイトなどにおける販売に重点的に取り組んだ。 
特筆すべき取組みとして、6月、コロナ禍によって行き場を失くした農林水産物に国の補

助金を充てて拡販を図る事業「ふるさとチョイスにおけるチャレンジ応援品」に参画し、大
分水産の温泉うなぎを展開した。同事業は、様々な制約により生産者単体で参画する事は困
難であったが、地域商社が仲介する事で参画が可能になった。ふるさと納税における前年同
月の温泉うなぎの販売実績が、101 尾 253 千円であったのに対し、同事業への展開により
1600 尾（昨年対比 1,584％）を正価で完売し、4,000 千円（1,581%）の売上確保（大分水
産）を実現した。また、同年同月の杵築市への寄附額 32,369 千円の 1/3にあたる 10,749 千
円がチャレンジ応援品からの寄附であった為、本事業への参画は事業者支援のみならず、市
への貢献にも繋がった。 
また、令和 3 年 6 月・同 9 月・令和 4 年 3 月、コロナ禍によって売上げが減少した事業

者への救済措置として、杵築市がおんせん県おおいたオンラインショップで使用できるク
ーポンを発行したが、同期間中の同サイトにおける地域商社の売上げ高は 7,676 千円に上
った。システムへの対応が難しい事業者は同サイトへの出品が困難であるが、地域商社が仲
介する事により、こうした事業者の産品を同サイトへ展開する事が可能になっている。地域
商社は同サイトで 20 事業者の 180 品以上仲介しているが、7,676 千円の売上はこうした地
域商社の取組みが無ければ生まれる事の無かった売上げである。 
 
令和 3 年度の実績は以下の通りである。 

（単位：千円/税込） 
 令和 3 年度 令和 2 年度 増減 前年対比 

売上高 23,188千円 13,710千円 9,478 千円 169.1% 
荒利益高 3,952 千円 2,576 千円 1,376 千円 153.4% 
荒利益率 18.5% 20.4% ▲1.9% 90.7% 
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令和 3年度取引先（五十音順） 
販売先（23社） 
・海地獄 
・海と日本プロジェクト 
・大分航空ターミナル 
・大分農業文化公園 
・大木化粧品 
・杵築市（ふるさと納税） 
・杵築ふるさと産業館 
・紀ノ國屋 
・グローバルフーズ 
・坐来 
・玉の湯 
・峠たていしの館 

・デンケン 
・錦屋商事 
・ホテル白菊 
・ホテル晴海 
・松山堂 
・リ･クリエイト（別府湾サービスエリア） 
・ANA インターコンチネンタル 
・NATIONAL 
・OKATTE 
・OH！ 
・その他 

・サンリッチ 
 
 
仕入先（32社） 

 
 
 

・綾部味噌醸造元 
・伊藤園 
・今村商店（お茶のとまや） 
・今村農園 
・大分水産 
・岡本商工（萬力屋） 
・オレンジ農園 
・絆屋 
・きつき紅茶 
・杵築七島藺マイスタークラブ 
・きつき茶生産組合 
・杵築ふるさと産業館 
・木付や 
・木戸農園 
・九州乳業 
・河野打刃物店 

・椎茸問屋 徳一 
・新庄農地利用組合 
・森美 
・高橋水産 
・中野酒造 
・豊予農場 
・松山堂 
・宮部商店（焼肉みやべ） 
・木工房矢吹 
・山浦地区まちづくり推進協議会 
・山香ゆうきの会 
・やーやまや 
・AMC 
・JA おおいた東部事業部 
・JA フーズおおいた 
・JF おおいた杵築支店 
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Ⅱ．ふるさと納税事業部 

１．委託事業 

 
1）令和３年度の寄附実績について 
 
令和３年度の杵築市ふるさと納税の寄附実績は 824,435,370円であった。 
約 99%の寄附受付がポータルサイト経由となり、「ふるさとチョイス」「楽天市場ふるさ

と納税」「さとふる」「ふるなび」「ANA のふるさと納税（２０２１年６月オープン）」計５
つのポータルサイトを包括代行業務の一環として運用を行った。 
令和２年度の寄附実績は 686,923,484 円であり、前年度比は約 120%となった。 

 
２） 令和３年度に行った施策 
 
(1) 新規返礼品提供事業者開拓 
 
新規開拓事業者数：９ 
 
・阿部辰酒舗 
・木工房矢吹 
・宮川農園 
・伊藤農園 
・株式会社松山堂 
・やーやまや 
・みのり村 ワークセンター「誠」 
・新電力おおいた株式会社 
・学校法人ザイナスアカデミー（田北調理師専門学校） 
 
(2)返礼品開発及びポータルサイトへの掲載 
 
新規開拓を行った事業者の返礼品開発だけでなく、既存事業者においても新たな返礼品

の開発を行った。 
返礼品への申込数を増やすために、過去の申込データを鑑み、品の内容量、単価設定、組

み合わせを返礼品提供事業者と話し合いし、返礼品開発を行った。 
また、杵築市の寄附金のうち最も多くの割合を占めるふるさとチョイスだけでなく、成長
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著しい楽天市場ふるさと納税、さとふるを始めとした他のポータルサイトでも積極的に掲
載返礼品数を増やす取組を行った。 
 
年末、12 月 31 日時点での各ポータルサイトの返礼品掲載数は下記のとおりであった。 

 
ふるさとチョイス・・・７３７品 
楽天市場ふるさと納税・・・５４１品 
さとふる・・・３９２品 
ふるなび・・・４５８品 
ANAのふるさと納税・・・４２２品 
 
(3)漁協提供の鱧（はも）の返礼品受付開始 
 
大分県漁業協同組合杵築支店が美濃崎漁港の加工工場で加工を行う鱧を返礼品として今

年度新に受付開始した。 
 
品揃えは下記３品目を用意し、仕入れ及び出荷はきっとすきが行った。 
・「しゃぶしゃぶセット（切身 500g、ポン酢、もみじおろし、だしつゆ付属）」・・・寄附金
額 10,000 円 

・「1本物 骨切り切身（500g × 2)」・・・寄附金額 10,000 円 
・「1本物 骨切り切身（500g × 3）」・・・寄附金額 15,000 円 
令和3年度１年間で受け入れた寄附金額は合わせて4,765,000円で465件の申込があった。 
 
(4) 農林水産省の補助事業を活用した返礼品の開発 
 
農林水産省の補助事業「令和2年度国産農林水産物等販路多様化緊急対策事業」のうち『創

意工夫による多様な販路の確立』を活用し、通常より金額に対して量目の多い返礼品として 
市内事業者大分水産(有)の温泉うなぎ蒲焼を下記４品目の品揃えで受付を行った。 
・「うなぎの蒲焼 140g×2尾」・・・寄附金額 14,000 円 
・「うなぎの蒲焼 140g×3尾」・・・寄附金額 20,000 円 
・「うなぎの蒲焼 140g×4尾」・・・寄附金額 27,000 円 
・「うなぎの蒲焼 140g×6尾」・・・寄附金額 40,000 円 

6 月 1日（火）～6 月 27 日（日）までの約１か月間で蒲焼 1600 尾が完売し、寄附金額は
合わせて 10,749,000 円で 530 件の申込があった。 
きっとすきでは返礼品の掲載作業だけでなく、補助事業の実施者となり、補助金申請及び

事業完了報告を行った。今回の農林水産省の補助事業の参画条件の上で大分水産(有)が単体
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で事業実施者になることはできなかったため、きっとすきが事業実施者となったことは 
地域商社として市内事業者及び市への寄与へ繋がった。 
 
(5)チラシの作成及び配布 
 
令和３年度は販促活動としてふるさと納税応援パンフレット（チラシ）を計１０，０００
部３種類（夏号、秋号、冬号）作成し、配布を行った。 
 
仕様・規格  
・サイズ：Ａ４判縦仕上がり（Ａ３二つ折り） 
・ページ数：４ページ 
・印刷方法：フルカラー 

配布先 

夏号（計 6000部）  秋号（計 2000部） 

商工観光課 200  商工観光課 200 

きっとすき（郵送希望寄附者含） 100  きっとすき（郵送希望寄附者含） 100 

観光協会（産業館入口・杵築駅） 200  観光協会（産業館入口・杵築駅） 600 

ふるさと便（ふるさと産業館） 200  農業文化公園 100 

農業文化公園 100  きっとすき（返礼品同梱） 500 

今村農園 100  OEC 200 

JA 柑橘選果場 100  九州博報堂 200 

杵築高校十王会 5000  大分トヨペット 100 
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冬号（計 2000部） 

商工観光課 200 

きっとすき（郵送希望寄附者含） 100 

観光協会（産業館入口・杵築駅） 400 

ふるさと便（ふるさと産業館） 200 

豊予農場（返礼品同梱） 300 

JA 杵築柑橘選果場（返礼品同梱） 300 

今村農園（返礼品同梱） 200 

きっとすき（返礼品同梱） 200 

若栄屋 100 

 
 
2．次年度に向けて 

 
令和４年度に向けては、令和３年度とは異なる視点で行う柔軟な広告運用が重要と考え

る。これまで集客の柱となっていたポータルサイト内広告は、令和４年度から広告規模が
大幅に縮小されるほか、広告のほとんどが全国の自治体による抽選形式であるため、抽選
結果によって出稿の有無が左右される不安定な側面がある。そのため令和４年度からは令
和３年度と同等の広告出稿がポータルサイト内で叶わない場合は、ポータルサイト以外の
広告媒体を通じて杵築市ふるさと納税へのアクセス数を増やす展開が必要である。 
また、掲載する返礼品については、申込が伸びた際にいかに在庫を切らさない運用する

かが重要と考える。 
今後も、各ポータルサイトの担当者との連携、マーケットの動向を捉えた戦略策定がふ

るさと納税寄附額向上のためには不可欠であると考える。返礼品提供事業者や関係機関と
協力した、地域商社であるが故に実現可能なふるさと納税の運営を行い、ふるさと杵築応
援寄附金事業の促進のため邁進していく所存である。 
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Ⅲ．ドローン事業部 

1. 委託事業 

ⅰ．国並びに大分県委託業務 

国並びに県の委託事業に県内のドローン事業者と協働し参画した。 

(1) 経産省発の委託事業・地域特性、拡張性を考慮した無人航空機運航管理システムの実証 
事業・NEDO『ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社会のプロジェクト』 
 
第一回実証を 8 月 23 日～8 月 27 日、第二回実証を 10 月 25日～10 月 27 日にて大分農

業文化公園(るるパーク)で実施した。 
大分農業文化公園を一つの農村とみなし、無人航空機の運航管理システムを用いながら、
農村地域で想定される無人航空機の様々なユースケースを平常時と災害時に分けて飛行を
実施した。県内では初めての試み。 
公開実証実験に先立ち講演会も開催され、地域での取組内容を弊社から発表した。 

この模様はテレビ局・新聞社並びにドローン関連メディアにとりあげられた。 
 
(2)一般財団法人 環境優良車普及機構発の委託事業・『空飛ぶおおいた和牛』ドローン
BBQデリバリー実証実験・ドローンイベント 
 
１月の毎週土曜日、神田楽市～大分農業文化公園の区間にて BBQ食材の配送実験を行

いドローン物流による「体験型観光サービス」の提供に向けた計画策定を行う実証実験を
行った。ドローンを生かした観光振興の方策を探り、物流の効率化と利用者のニーズを検
証することが目的であった。 
実証事業と並行して「ドローンを見る・知る・遊ぶ！」と題したイベントも 1月８日・

9 日に行われ、弊社は VR ゴーグル空撮体験を担当した。 
両日ともに約 1,500 名の来場者となりドローンによる集客効果の検証も計れた。 
この模様はテレビ局・新聞社並びにドローン関連メディアにとりあげられた。 
 
(3)大分県発の委託事業・ドローン操縦者育成事業 
 
災害時の情報収集等にドローンを機動的に活用できるようにするため、必要なドローン

機材を調達するとともに、県職員のドローン操縦者を育成し、ドローン産業を振興する大
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分県の行政業務でのドローン活用体制の強化を図ることを目的に実施した。ドローン１機
の納品と災害時の被害状況を空撮する業務に従事する職員が習熟すべき内容の講習動画を
２本作成し納品した。 
 
(4)大分県東部振興局発の委託事業・おおいた暮らし交流会 in杵築市 (移住者交流会) 
 
同事業は杵築市及び大分県内に移住して来た方の交流を図る目的として行われた。 

12 月 19日、場所は上村の郷、参加者は 16 名であった。 
 オリエンテーション後、体育館にて操縦体験・グラウンドにてドローンカメラと連動し
たゴーグルをかけて、空からの景色を楽しんでいただいた。 
 

2．自主事業 

(1)ドローン検定講習会 
国土交通省認定機関の検定講習会を２日間の日程で５月・６月・８月・9月・11 月に実

施。２５名参加。1 日目の学科講習に関しては Zoom を使ったオンラインで実施した。 
2 日目の実技講習は杵築市山香『上村の郷』にて実施した。 
コロナ禍の中、感染症対策を講じながら実施した。 

 
(2)ドローン講師派遣 
・5月杵築小学校３年生社会見学『空から住んでいる街を見てみよう』 
・8月法政大学『地方共創プログラム』オンライン講演(きつき空飛ぶ観光協会) 
・8月 JC 別府こどもドローン操縦体験 in志高湖 
・11 月東院内まちづくり協議会主催、小学生ドローン講座及び操縦体験 
 
(3)ドローン空撮業務 
・７月山香盆踊り撮影 
・10 月・11月由布市小学校修学旅行撮影 
・11 月大分農業文化公園コキア撮影 
・12 月今村農園ホームページ作成用動画撮影 
・ 3 月東院内まちづくり協議会動画編集 
・ 3 月杵築幼稚園撮影 

 
(4)空撮映像提供 
令和３年度大分ふるさとＣＭ大賞作品に杵築城の空撮動画を提供した。 

作品名：きつきスゴロク道中 
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令和２年度に続き杵築市が大賞に選ばれた。 
ＯＡＢで年間１００本放送される。 

 

Ⅳ．その他 

1．組織改編と人員の拡充 

ふるさと納税事業部の業務拡大に伴い、別表の通り組織改編を行い、正社員 2 名の新
規雇用を実現した。 
（別表資料１．） 
 

2．内部統制の抜本的見直し 

昨年の株主総会で約束した内部統制の抜本的見直しに着手、以下の重要規則、規約、規
定を大幅に改定した。 

 
・就業規則 
  全 16 条に及ぶ改定を実施し、働きやすい会社、働き甲斐のある会社を実現した。 
具体的には退職金制度の導入や福利厚生制度（一般財団法人大分県東部勤労者福祉サー
ビスセンター）への加入など。 

 
・給与規定 
  給与テーブルの抜本的見直しを行い、業務。経験、年齢に応じた給与体系を実現した。 
また賞与を明文化、決算賞与と合わせて社員個々人の年度実績に報いる制度を新たに導
入した。 

 
・パートタイム労働者規定 
パートタイムから正社員への登用の規定を見直し、パートタイム労働者の条件改善と就
労意欲の向上を図り、地元雇用の拡大につなげた。 

 

3．各種団体での講演 

地域商社の成功事例として各種団体からの講演依頼に対応した。 
・大分県議団視察  （令和 3 年 5月 14 日） 
・杵築市議団視察  （令和 3 年 12 月 10 日） 
・佐伯市役所職員視察（令和 4 年 5月 11 日） 
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4．おかえりの唄」プロジェクトの総合プロデュース 

 「おかえりの唄」プロジェクトの更なる情報発信として、「JR杵築駅発着チャイム」、「17 
時の時報チャイム、「市役所の電話待ち受け音」を同曲に変更すとことを企画・実現し、 
倍旧のメディア露出につなげ、杵築市そのもののブランド価値の向上に貢献した。 
（別表資料 2．） 
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令和３年度

株 式 会 社 き っ と す き

財 務 諸 表
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（ ）（ ）（ ）（ ）流 動 資 産 47,998,605  89.5 62,192,313  88.4
現 金 及 び 預 金 20,683,205  38.6 32,841,461  46.7
売 掛 金 26,843,434  50.0 28,784,993  40.9
棚 卸 資 産 576,716   1.1 684,959   1.0
立 替 金 2,150   0.0 0   0.0
貸 倒 引 当 金 △ △106,900   0.2 119,100   0.2

（ ）（ ）（ ）（ ）固 定 資 産 5,643,681  10.5 8,122,278  11.6
（ ）（ ）（ ）（ ）有 形 固 定 資 産 5,643,681  10.5 8,122,278  11.6

工 具 、 器 具 及 び 備 品 1,709,985   3.2 1,662,630   2.4
リ ー ス 資 産 3,933,696   7.3 6,459,648   9.2

（ ）（ ）（ ）無 形 固 定 資 産 ）（0   0.0 0   0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）投 資 そ の 他 の 資 産 0   0.0 0   0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）繰 延 資 産 0   0.0 0   0.0

53,642,286 100.0 70,314,591 100.0資 産 の 部 合 計

代
表貸 借 対 照 表
者（株）きっとすき 大蔵　賢

令和 4 年 3 月3 1 日現在
（単位：円）

科 目 前 期 額 構成比 決 算 額 構成比

（ 資 産 の 部 ）
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（ ）（ ）（ ）（ ）流 動 負 債 20,149,770  37.6 25,974,848  36.9
買 掛 金 11,971,742  22.3 13,510,143  19.2
未 払 金 4,267,196   8.0 8,884,335  12.6
未 払 法 人 税 等 725,700   1.4 1,333,400   1.9
未 払 消 費 税 等 3,250,400   6.1 2,241,500   3.2
預 り 金 -65,268   - 5,470   0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）固 定 負 債 12,172,928  22.7 15,034,478  21.4
長 期 借 入 金 8,000,000  14.9 8,000,000  11.4
長 期 未 払 金 4,172,928   7.8 7,034,478  10.0

負 債 の 部 合 計 32,322,698  60.3 41,009,326  58.3

（ ）（ ）（ ）（ ）株 主 資 本 21,319,588  39.7 29,305,265  41.7
1.資 本 金 4,500,000   8.4 4,500,000   6.4

（ ）（ ）（ ）（ ）2.資 本 剰 余 金 0   0.0 0   0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）3.利 益 剰 余 金 16,819,588  31.4 24,805,265  35.3
（ ）（ ）（ ）（ ）(1)そ の 他 利 益 剰 余 金 16,819,588  31.4 24,805,265  35.3

繰 越 利 益 剰 余 金 16,819,588  31.4 24,805,265  35.3

（ ）（ ）（ ）（ ）評 価 ・ 換 算 差 額 等 0   0.0 0   0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）新 株 予 約 権 0   0.0 0   0.0

純 資 産 の 部 合 計 21,319,588  39.7 29,305,265  41.7
負債・純資産の部合計 53,642,286 100.0 70,314,591 100.0

（株）きっとすき

（単位：円）

科 目 前 期 額 構成比 決 算 額 構成比

（ 負 債 の 部 ）

（ 純 資 産 の 部 ）
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（ ）（ ）（ ）（ ）売 上 高 195,818,361 100.0 228,308,285 100.0
業 務 委 託 料 181,626,061  92.8 204,085,414  89.4
商 品 売 上 高 11,661,760   6.0 19,933,588   8.7
ド ロ ー ン 事 業 売 上 2,530,540   1.3 4,289,283   1.9

（ ）（ ）（ ）（ ）売 上 原 価 149,465,239  76.3 175,450,911  76.8
期 首 た な 卸 高 226,974   0.1 316,716   0.1
商 品 仕 入 高 149,360,981  76.3 175,639,154  76.9
外 注 費 194,000   0.1 0   0.0
合 　 計 149,781,955  76.5 175,955,870  77.1
期 末 た な 卸 高 316,716   0.2 504,959   0.2
売 上 総 利 益 46,353,122  23.7 52,857,374  23.2

（ ）（ ）（ ）（ ）販売費及び一般管理費 41,837,014  21.4 44,354,347  19.4
販売費及び一般管理費 41,837,014  21.4 44,354,347  19.4
営 業 利 益 4,516,108   2.3 8,503,027   3.7

（ ）（ ）（ ）（ ）営 業 外 収 益 4,296,288   2.2 1,908,365   0.8
受 取 利 息 131   0.0 255   0.0
貸 倒 引 当 金 戻 入 99,100   0.1 106,900   0.0
雑 収 入 4,197,057   2.1 1,801,210   0.8

（ ）（ ）（ ）（ ）営 業 外 費 用 124,280   0.1 118,815   0.1
支 払 利 息 17,380   0.0 -285   -
貸 倒 引 当 金 繰 入 106,900   0.1 119,100   0.1

経 常 利 益 8,688,116   4.4 10,292,577   4.5

（ ）（ ）（ ）（ ）特 別 利 益 0   0.0 0   0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）特 別 損 失 0   0.0 0   0.0

税 引 前 当 期 純 利 益 8,688,116   4.4 10,292,577   4.5
法人税、住民税及び事業税 1,947,700   1.0 2,306,900   1.0
当 期 純 利 益   3.56,740,416   3.4 7,985,677

令和 3 年 4 月 1 日から損 益 計 算 書
（株）きっとすき 令和 4 年 3 月3 1 日まで

（単位：円）

科 目 前 期 額 構成比 決 算 額 構成比
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科 目 前 期 額 決 算 額売上高比率 売上高比率

旅 費 交 通 費 34,817   0.0 20,334   0.0
広 告 宣 伝 費 69,455   0.0 230,000   0.1
容 器 包 装 費 216,716   0.1 139,603   0.1
荷 造 運 賃 350,349   0.2 124,210   0.1
支 払 手 数 料 163,870   0.1 178,046   0.1
販 売 促 進 費 5,203,596   2.7 2,443,756   1.1
諸 会 費 37,909   0.0 40,250   0.0
役 員 報 酬 6,000,000   3.1 6,000,000   2.6
給 料 手 当 17,042,946   8.7 16,783,265   7.4
従 業 員 賞 与 1,820,000   0.9 5,401,625   2.4
法 定 福 利 費 3,881,276   2.0 4,641,593   2.0
厚 生 費 130,490   0.1 385,407   0.2
減 価 償 却 費 1,368,663   0.7 2,584,858   1.1
リ ー ス 料 45,600   0.0 45,600   0.0
地 代 家 賃 169,086   0.1 229,080   0.1
修 繕 費 112,000   0.1 59,636   0.0
事 務 用 消 耗 品 費 700,868   0.4 583,841   0.3
通 信 費 530,055   0.3 506,330   0.2
水 道 光 熱 費 176,363   0.1 349,092   0.2
租 税 公 課 91,970   0.0 56,689   0.0
接 待 交 際 費 82,053   0.0 51,069   0.0
保 険 料 32,240   0.0 88,680   0.0
備 品 消 耗 品 費 2,722,477   1.4 1,709,251   0.7
管 理 諸 費 587,200   0.3 587,400   0.3
車 輛 費 147,568   0.1 179,877   0.1
研 究 開 発 費 0   0.0 59,553   0.0
雑 費 119,447   0.1 875,302   0.4
合 　 計 41,837,014  21.4 44,354,347  19.4

棚 卸 資 産 の 計 算 内 訳

令和 4 年 3 月3 1 日現在
（単位：円）

科 目 前 期 額 決 算 額売上高比率 売上高比率

商 品 316,716   0.2 504,959   0.2
貯 蔵 品 260,000   0.1 180,000   0.1
合 　 計 576,716   0.3 684,959   0.3

（株）きっとすき

販売費及び一般管理費の計算内訳

3 4 1令和 年 月 日から

令和 年 月 日まで4 3 3 1
（単位：円）
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令和 3年 4月 1日から株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
令和 4年 3月 3 1日まで

前　期　額　（円） 決　算　額　（円）

株 主 資 本
 1. 資 本 金

当期首残高 4,500,000 4,500,000
当期変動額 0 0
当期末残高 4,500,000 4,500,000

 2. 利 益 剰 余 金
(1) その他利益剰余金

繰 越 利 益 剰 余 金
当期首残高 10,079,172 16,819,588
当期変動額

当期純利益 6,740,416 7,985,677
当期末残高 16,819,588 24,805,265

その他利益剰余金合計
当期首残高 10,079,172 16,819,588
当期変動額

当期純利益 6,740,416 7,985,677
当期末残高 16,819,588 24,805,265

株 主 資 本 合 計
当期首残高 14,579,172 21,319,588
当期変動額

当期純利益 6,740,416 7,985,677
当期末残高 21,319,588 29,305,265

評価・換算差額等
当期首残高 0 0
当期変動額 0 0
当期末残高 0 0

新 株 予 約 権
当期首残高 0 0
当期変動額 0 0
当期末残高 0 0

純 資 産 の 部 合 計
当期首残高 14,579,172 21,319,588
当期変動額

当期純利益 6,740,416 7,985,677
当期末残高 21,319,588 29,305,265

（株）きっとすき
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個 別 注 記 表
（株）きっとすき

令和 3年 4月 1日から

令和 4年 3月 3 1日まで

    この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。．

    重要な会計方針に係る事項に関する注記．

１．消費税等の会計処理

    消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

    貸借対照表等に関する注記．

                                                        5,682,817１．有形固定資産の減価償却累計額 　　　　　　　　                円

    株主資本等変動計算書に関する注記．

                                                               45１．発行済株式総数　　　　　　　 　　　　　　　　                株

    一株当たり情報に関する注記．

                          651,228.11１．一株当たり純資産額は、          円であります。

                            177,459.48２．一株当たり当期純利益は、          円であります。

                                                                                              以　上

78



 


